
非
鉄
月
間
市
況
１　月

関
西
地
区

電
気
銅

中
旬
ま
で
上
昇
下
旬
に
急
落

ア
ル
ミ
大
板
横
ば
い
推
移

電
気
銅

１
号
銅
線

黄
銅
丸
棒
︵


︶

ア
ル
ミ
新
地
金

ア
ル
ミ
大
板
１
・
０


銅
・
ア
ル
ミ

市
況
見
通
し
２　月

橋本アルミ取締役
橋本　健一郎氏レポート

銅

銅
ス
ク
ラ

プ

景

況

予

想

Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
・
為
替
予
想

ア
ル
ミ

ア
ル
ミ
ス
ク
ラ

プ

景

況

予

想

リ
チ
ウ
ム
電
池
を
用
い
た
導
入
事
例

﹁
資
源
エ
ネ
ル

ギ



庁
長
官
賞
﹂な
ど
受
賞

ＧＳユアサ

次世代ＨＤメディア

昭和電工が製造技術開発

新
開
発
の
リ
チ
ウ
ム
電
池
用
材
料

ト
ヨ
タ
の
Ｈ
Ｖ
に
採
用

関西ペイント

ロシア：Ｚａｓｈｉｋｈｉｎｓｋｏｅレアアース
鉱床の採鉱選鉱コンビナート建設に中国企
業が参加へ

加：南アＩｍｐｌａｔｓ、ＰＧＭ鉱山会社Ｎｏｒｔｈ
Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｐａｌｌａｄｉｕｍ社の買収を完了

米：Ｎｅｖａｄａ　Ｃｏｐｐｅｒ社、ＮＶ州のＰｕｍｐｋｉｎ
Ｈｏｌｌｏｗプロジェクトの生産開始を発表

南ア：鉱業協議会、民間の発電事業の推進に
向けた政府の取り組みを要請

　非鉄　

チ
リ
銅
鉱
山

の
操
業
電
力

半
分
を
再
生
可
能

エ
ネ
で
調
達

加
テ

ク
社

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
用

Ｂ
Ｉ
Ｍ
パ

ツ

ダ
ウ
ン
ロ

ド

サ

ビ
ス
開
始

日
軽
パ
ネ
ル

シ
ス
テ
ム

金
属
部
品
加
工
の

モ
リ
タ
興
産

破
産
手
続
き
開
始

　
１
月
の
関
西
地
区
の
非

鉄
金
属
月
間
市
況
は

月

初
か
ら
中
旬
ま
で
は
上
伸

基
調
で

そ
の
後
は
軟
調

で
推
移
し
た

海
外
非
鉄

市
況
は


日
の
米
中
貿

易
協
議
﹁
第
１
段
階
﹂
署

名
を
好
感

マ
ク
ロ
経
済

好
転
へ
の
期
待
感
か
ら
気

配
を
強
め
た

そ
の
後


新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
経
済
活
動
へ
の

影
響
が
懸
念
材
料
と
な

り

海
外
非
鉄
市
況
は
大

き
く
値
を
下
げ
た


　
電
気
銅
は
６
日
に

万

５
千
円
で
ス
タ

ト
し


中
旬
ま
で

万
５
千
円



万
５
千
円
と
続
伸

中

旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
は


万
５
千
円


万
５
千

円
と
続
伸

月
末
は

万

５
千
円
を
維
持
し
た


　
１
月
の
銅
・
黄
銅
屑
市

況
は
昨
年
末
の
地
合
い
を

引
き
ず
り

凡
調
商
い
だ


た

﹁
在
庫
が
過
剰
気

味
で

玉
購
入
に
慎
重
だ


た
﹂︵
原
料
問
屋
︶
伸

銅
・
製
錬
メ

カ

の
ス

ク
ラ

プ
購
入
意
欲
は
依

然
と
し
て
低
調
な
ま
ま


﹁
一
部
で
は
ピ
カ
線
を
上

銅
に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ

も
あ
る
﹂︵
原
料
問
屋
︶

下
旬
は
新
型
肺
炎
の
感
染

が
拡
大

﹁
し
ば
ら
く
は

様
子
見
ム

ド
が
続
く
﹂

︵
流
通
︶

　
ア
ル
ミ
地
金
は
月
初


万
９
千
円
で
ス
タ

ト


上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て

は
上
伸
基
調
で

万
１
千

円


万
６
千
円
と
気
配

を
強
め
た

下
旬
以
降
は


万
５
千
円

万
円


万
５
千
円
と
続
落
し
た


　

　
第
１
週
︵
１


３
日
︶
２
日
の
Ｌ
Ｍ

Ｅ
銅
相
場
は
前
回
比
９
・

５

高
の
６
１
６
５
・
５


３
日
が
同

・
５

安

の
６
０
７
７

だ

た


　
第
２
週︵
６


日
︶

Ｌ
Ｍ
Ｅ
相
場
は
週
内
ジ
リ

高
基
調
で
推
移
し
た

６

日
は
同

・
５

高
の
６

０
９
７
・
５


７
日
は

同


上
げ
の
６
１
３
４

・
５

と
な
り

６
１
０

０

台
を
回
復

﹁
銅
相

場
は
比
較
的
底
堅
い

中

東
リ
ス
ク
も
想
定
内
と
い

え
る
﹂︵
流
通
︶
８
日
は


・
５

高
の
６
１
５
４



そ
の
後
２
日
間
は
小

動
き
だ

た


　
第
３
週
︵



日
︶

は
同


高
の
６
１
７
７


で
ス
タ

ト

そ
の
後

も
上
伸
基
調
で
推
移
し

た


日
は
同


高
の

６
２
４
７



日
は
同


・
５

高
の
６
３
０
０

・
５

と
な
り

６
３
０

０

台
へ
と
上
伸
し
た


﹁
第
１
段
階
の
合
意
で


楽
観
ム

ド
が
再
び
台
頭

し
た
﹂︵
流
通
︶

　
第
４
週︵



日
︶は

一
本
調
子
の
続
落
基
調



日
は
同

・
５

安
の

６
２
４
５



日
は
６

０
５
０



日
は
５
９

６
８

と
な
り

６
千


台
を
割
り
込
ん
だ

﹁
新

型
肺
炎
の
感
染
拡
大
に
伴

う
警
戒
か
ら
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
相

場
は
下
落
傾
向
を
強
め

た
﹂︵
流
通
︶

　
第
５
週
︵



日
︶

の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
銅
相
場
は
暴
落

し
た


日
は
同
１
８
９


安
の
５
７
７
９



﹁
新
型
肺
炎
禍
で
中
国
の

春
節
期
間
が
延
長

予
想

外
の
展
開
だ
﹂︵
扱
い
筋
︶


日
が
５
６
２
１




日
が
５
５
７
０



　

　
１
号
銅
線

は

電
気
銅
建
値
の
変
動

に
伴
い

月
初
に

万
７

千
円
を
付
け

上
旬
か
ら

中
旬
に
か
け
て
は

万
５

千
円


万
１
千
円
と
続

伸
し
た

そ
の
後
は

万

３
千
円


万
３
千
円
と

続
落

月
末
は
横
ば
い
の


万
３
千
円
を
維
持
し

た


　
１
号
銅
線
は
需
要
家
の

低
調
な
引
き
合
い
か
ら


全
般
的
に
精
彩
を
欠
い

た

﹁
中
旬
ま
で
は
銅
建

値
上
伸
で
一
部
の
商
い
は

活
況
だ

た
が

一
時
的

だ

た
﹂︵
原
料
問
屋
︶

長
契
の
納
入
量
は
一
時
期

に
比
べ
減
少

ス
ポ

ト

取
引
も
見
ら
れ
な
い

扱

い
筋
で
は
在
庫
を
圧
縮

し

入
り
用
買
い
が
目
立


た


　

　

黄
銅
削
粉
購
入
価
格
は
６

日
が
前
回
比
で
キ
ロ

円

マ
イ
ナ
ス
の
５
０
５
円


９
日
は
５
１
５
円


日

が
５
２
７
円


日
が
５

２
５
円


日
が
５
１
３

円


日
が
４
８
９
円
に

改
定


　
黄
銅
丸
棒
︵


︶
の

市
中
相
場
は

黄
銅
削
粉

購
入
価
格
に
ス
ラ
イ
ド
す

る
形
で
変
動
し
た


　
昨
年

月
の
黄
銅
棒
生

産
量
は
１
万
４
３
０
２


と
な
り
前
年
同
月
比
５
・

５
％
減

５
カ
月
連
続
で

前
年
同
月
を
割
り
込
ん

だ


月
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
は

前
年
同
月
比

７
・
９
％
減
の
７
万
２
１

７
４
戸
と
な
り

６
カ
月

連
続
で
前
年
同
月
を
下
回


た


　
﹁
黄
銅
棒
市
場
は
水
栓

金
具
や
ガ
ス
機
器
が
需
要

期
な
が
ら
荷
動
き
が
鈍
く

凡
調
商
い

車
載
部
品
向

け
も
自
動
車
輸
出
の
低
迷

で
動
意
薄
バ
ル
ブ
も
引

き
合
い
が
低
調
だ

た
﹂

︵
流
通
筋
︶

　

　
ア
ル

ミ
新
地
金︵
Ｌ
Ｍ
Ｅ
相
場
︶

は
２
日
に
１
７
７
２

で

ス
タ

ト

第
２
週
末
は

１
７
７
１
・
５


第
３

週
末
は
１
７
９
６


第

４
週
末
が
１
７
７
５
・
５



第
５
週
末
が
１
７
０

９
・
５



　　
市
況
は
横
ば
い
で
推
移

し
た

１

３
月
期
の
ア

ル
ミ
地
金
指
標
価
格
は
キ

ロ
２
５
０
円

３
月
末
ま

で
は
現
行
価
格
で
推
移
す

る
が

そ
の
後
は
一
段
下

げ
の
懸
念
も
あ
る

ア
ル

ミ
厚
板
は
半
導
体
製
造
装

置
向
け
な
ど
で
需
要
が
伸

び
悩
ん
で
い
る

﹁
新
型

肺
炎
禍
で
需
要
鈍
化
が
懸

念
さ
れ
る

中
国
で
は
工

場
の
稼
働
中
止
も
出
て
い

る
﹂︵
関
係
筋
︶

ＬＭＥ銅セツルメント ～㌦ 強い
電気銅建値 ～万円 強い

２月銅市況予想レンジ

為替（１㌦） ～円
（カ月間ＴＴＭ） 横ばい

２月アルミ市況予想レンジ

為替（１㌦） ～円
（カ月間ＴＴＭ） 横ばい

ＬＭＥアルミ
現物後場買い ～㌦　 横ばい

スクラップ マイナス円～円
（前月最終価格より） 弱い

　

年

月
の
伸
銅
品
生

産
は

前
年
同
月
比
で
８

・
２
％
減
の
６
万
１
４
６


と
な
り

カ
月
連
続
で

減
少
し
た


年
は
一
度

も
７
万

台
に
達
し
な
か


た

速
報
で
は

年
伸

銅
品
年
間
生
産
量
は

リ


マ
ン
シ


ク
以
降
最

低
水
準
と
な
る
見
込
み


　
品
種
別
で
は
銅
条
が
１

万
９
６
６
１

で
同
７
・

９
％
減

銅
管
が
８
６
７

１

で
同
７
・
２
％
減


黄
銅
棒
が
１
万
４
３
０
２


で
同
５
・
５
％
減
だ


た


　

年

月
の
銅
電
線
出

荷
量
は
同
０
・
３
％
減
の

５
万
６
６
０
０

で

う

ち
国
内
が
同
０
・
９
％
減


輸
出
が
同

・
７
％
増
だ


た


　
銅
輸
出
は

電
気
銅
が

同
６
・
７
％
増
の
３
万
６

４
７
２


銅
ス
ク
ラ


プ
が
同

・
５
％
減
の
３

万
３
７
９
１



　
銅
輸
入
は

電
気
銅
が

同

・
２
％
減
の
１
３
０

１


銅
ス
ク
ラ

プ
が

同

・
１
％
減
の
７
７
８

９

だ

た


　
流
通
在
庫
は
電
気
銅
建

値
が
直
近
高
値
の

万
円

か
ら

万
円
と
半
月
で
９

万
円
暴
落
し
た

こ
の
た

め
売
る
に
売
れ
ず
塩
漬
け

状
態


　
需
要
面
で
は
足
元
の
生

産
状
況
が
悪
化
し
て
お
り

減
少
す
る
だ
ろ
う

こ
の

先
の
手
当
て
が
不
安
で
あ

る
た
め

定
期
購
入
は
あ

り
そ
う
だ


　
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
は
一

点

中
国
・
武
漢
か
ら
発

生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
肺
炎

の
感
染
拡
大
の
動
向
に
左

右
さ
れ
る

現
状
で
中
国

当
局
は
省
の
封
鎖

ワ
ク

チ
ン
開
発

病
院
建
設
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
が

感

染
は
拡
大

世
界
各
国
で

中
国
人
の
入
国
禁
止
が
続

く
な
ど

終
息
の
目
処
は

立

て
い
な
い


　

年

月
の
ア
ル
ミ
圧

延
品
生
産
量
︵
板
類
・
押

出
類
合
計
︶
は
同
５
・
８

％
減
の

万
７
０
９

と

な
り
５
カ
月
連
続
で
前
年

同
月
を
下
回

た

生
産

量
は
板
類
が
同
５
・
３
％

減
の
８
万
９
６
２
８



押
出
類
が
同
６
・
５
％
減

の
６
万
１
０
８
１

だ


た


　

年

月
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
２
次
合
金
・
同
合
金

地
金
生
産
は
同
８
・
８
％

減
の
６
万
２
１
５
２

で


カ
月
連
続
の
マ
イ
ナ

ス

出
荷
は
同
８
・
６
％

減
の
６
万
２
５
９
８

で

２
カ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
だ


た


　
流
通
在
庫
は

Ｌ
Ｍ
Ｅ

価
格
が
比
較
的
安
定
し
て

い
る
こ
と
と
先
安
感
か
ら

売
り
モ

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

 2019年月日付けの地元報道等によると、Chelya
binsk Pipe Rolling Plant(ChelPipe)社と中国の製
錬企業Inner Mongolia Baotou Steel社は2019年
月、Zashikhinskoeレアアース鉱床(Irkutsk州)の採
鉱選鉱コンビナート建設プロジェクトに関する戦略
的パートナーシップ契約に調印した。
 同コンビナートは、ロシアのプラントにタンタル
原料とニオブを供給する。コンビナートには露天掘
り鉱区、選鉱プラント、内部インフラ施設が含まれ、
鉱石年産能力は102万㌧、操業開始は2024年を予定
している。

 Zashikhinskoe鉱床は、Irkutsk州Nizhneudinsk地
区に位置する。鉱石埋蔵量は.5百万㌧で、五酸化
ニオブ約105千㌧、五酸化タンタル8.5千㌧を含有す
る。鉱床開発ライセンスを所有するTechnoinvest A
lliance社(ChelPipe傘下)は、2027年までに同鉱床に
化学・製錬プラントを建設する予定である。
　（年月日　モスクワ　秋月悠也）
　 　

 2019年月日付け南アImpala Platinum Holdin
gs Ltd.(Implats)の発表によると、同社は加PGM鉱
山会社North American Palladium社(NAP)の買収
を完了した。
 NAPは加ON州にてLac des lles鉱山を操業してお
り、2019年は220千oz~235千ozのパラジウム生産の
予定であり、785~815㌦/ozと低コストでの生産を
達成する見込みである。
 この低コスト鉱山がImplats社の価値を即座に高
め、キャッシュフローを強化し、持続可能な株主還
元を実現する、とImplats CEOは語った。また、

4年以内に投資額を回収できるはず、とも述べた。
　（年月日　ヨハネスブルグ　原田武）
　 　

 米Nevada Copper社は、2019年月日付のニュ
ースリリースにて米NV州Yeringtonに位置する同
社のPumpkin Hollow銅・金開発プロジェクトにお
ける銅精鉱生産開始を発表した。2020年前期にかけ
てフルスケールの商業生産に向けたランプアップを
図る。
 Pumpkin Hollowプロジェクトはスカルン/IOCG
型の銅・金鉱床の坑内掘りによる開発プロジェクト
で、100%権益を有するNevada Copper社は2019年
5月に同プロジェクトの開発資金として独KfW IPE
X銀行と115m㌦の融資枠契約を締結、併せて
m加㌦の私募債発行及びAurubis社及びConcord社
とのm加㌦相当のオフテイク契約を締結してお
り、2019年Q4の生産開始を予定していた。
　（年月日　バンクーバー　川井隆宏）
　 　

 2019年月日付けで、南ア・鉱業協議会が電力
問題に関して、声明を発表した。
 国営電力会社ESKOMによる計画停電がステージ6(
6,000MWの不足、ここ年で最も深刻なレベル)に
達した月9日には、坑内採掘を行う鉱山において、
夜間及び早朝の作業が停止したが、その後のステー
ジ4の影響もあり、大半の鉱山が1週間分の生産量を
失う影響があったとした。現在の電力供給の不安定
性を踏まえ、鉱業協議会は政府に対し、鉱山会社独
自に行う発電事業について、現在の規制の枠組みの
下では事業を進めることができず、規制緩和や認可
手続きの簡素化が必要であると訴えた。
 また、声明の中で、鉱山会社により、ここ3、4年
の間に太陽光発電で869MW及び従来の発電で800
MWをグリッドに供給できる可能性があるとし、
鉱山会社による個別発電事業のポテンシャルについ
ても触れた。
　（年月日　ヨハネスブルグ　原田武）

（５） （第三種郵便物認可）令和２年　（　　　年 　　　）　２月１２日　（水曜日）
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内

容
の
可
視
化
﹂﹁
情
報
と

モ
デ
ル
の
連
動
に
よ
る
整

合
性
確
認
﹂﹁
建
物
情
報

の
統
合
・
一
元
化
﹂
は


省
力
化
が
求
め
ら
れ
る
建

築
業
界
の
需
要
に
適
合
し

て
い
る

各
種
パ

ツ
の

同
社
ウ

ブ
サ
イ
ト
上
の

Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
申
請
フ



ム
ペ

ジ
ま
で


　
帝
国
デ

タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
モ
リ
タ
興
産
︵
本

社
・
日
野
市
大
坂
上
３




８

代
表
森
田
茂
範

氏
︶
は

２
月
３
日
に
東

京
地
裁
へ
自
己
破
産
を
申

請
し

同
日

破
産
手
続

き
開
始
決
定
を
受
け
た


破
産
管
財
人
は
浅
沼
雅
人

弁
護
士
︵
千
代
田
区
大
手

町
１

８

１

と
き
わ

法
律
事
務
所

電
話




３
２
７
１

５
１
４

０
︶

　
同
社
は
１
９
６
３
年


月
設
立
の
金
属
部
品
の
精

密
加
工
会
社

神
奈
川
県

川
崎
市
で
創
業
し

大
手

事
務
機
器
メ

カ

な
ど

の
下
請
け
と
し
て
複
写
機

の
ヒ

ト
ロ

ラ

の
芯

金
を
中
心
に
通
信
機
器
や

航
空
機
・
人
工
衛
星
に
使

用
さ
れ
る
特
注
金
属
部
品

の
製
造
加
工
を
行
い

２

０
０
１
年
８
月
期
の
年
売

上
高
は
約

億
９
９
０
０

万
円
を
計
上
し
て
い
た


こ
の
間

１
９
８
８
年


月
に
山
形
県
新
庄
市
に
山

形
工
場
︵
延
べ
床
面
積
３

７
７
０
・

平
方

︶
を

設
立
し


年
４
月
に
は

現
本
社
ビ
ル
が
竣
工
し
て

い
た


　
し
か
し
取
引
先
の
海
外

へ
の
生
産
シ
フ
ト
の
た
め

受
注
高
は
漸
減

ま
た
受

注
単
価
が
低
く
抑
え
ら

れ

２
０
１
９
年
８
月
期

の
年
売
上
高
は
約
４
億
円

に
と
ど
ま
り
４
期
連
続
欠

損
と
な

た

人
材
不
足

が
解
消
せ
ず
機
械
設
備
の

老
朽
化
も
進
み

大
幅
な

債
務
超
過
の
た
め
金
融
機

関
へ
は
リ
ス
ケ
ジ


ル

も
行

て
い
た
が

支
え

き
れ
ず
今
回
の
措
置
と
な


た


　
負
債
は

年
８
月
期
末

時
点
で
約

億
１
３
０
０

万
円
︵
受
取
手
形
割
引
含

む
︶


